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要約 

・ 目的は、COVID-19の退院後3か月の心肺運動能力を調査し、

ICU入室の有無による心肺機能の差異を比較することである。 

・ デザインおよび対象は、多施設前向きコホート研究・ 156名

（平均年齢56.2歳、女性60名）である。 

・ 方法は、退院後3か月の心肺運動負荷テスト（CPET）により、

集団・群間で比較された。 

・ 結果は、3か月後のPeakV
．
O2年齢予測値（mean±SD）は 

89±17%、  PeakV
．
O2年齢標準値が80％以下の症例は 156名中

73名（47％）であった。また、運動負荷中にSpO 2が5%以上低

下した症例は 34人（23％）であった。さらに、VE/VCO2 slope

の平均値（mean±SD）は28.0±4.5、VE/VCO2 slope高値は156名

中19名（12％）で認められた。 

・ ICU入室の有無での二群間比較では、PeakVO2年齢予測値におい

てICU入室群が ICU非入室群よりも有意に低値を示した

（90±17％対82±15％; P = 0.004）。 

・ 呼吸困難者は、肥満による運動能力の低下と換気効率の低下を

特徴としていた。  


